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体温37.5℃以上 or ＋1.0℃以上

(＿＿℃≦)
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アセリオ投与

アセリオ追加投与

(計4回/日まで)

さらに増悪時、HCU入室

ベースライン(測定日＿＿_ /_＿ /＿_)

体温：＿＿＿℃ 血圧： /＿＿＿mmHg

SpO2：＿＿％

• SpO2 ベース5%低下 or 90%以下

• 血圧ベース 20mmHg以上低下

or 90mmHg以下

(＿＿%≧)(＿＿＿mmHg≧)
体温38.0℃以上 or ＋1.5℃以上

(＿＿℃≦)

アクテムラ投与

Dr call

Dr call

該当

なし

・生理食塩水500mL

・アクテムラ投与

体温38.0℃以上 or ＋1.5℃以上

(＿＿℃≦)

該当

該当

該当 なし

開始後、発熱持続する限り継続

なし

＿＿＿＿＿＿＿様(ID：＿＿＿＿＿＿)

※アセリオは発熱がなければ中止
（開始基準となる体温37.5℃以上 or ＋1.0℃以上）

※血培＋抗生剤確認

確認者

降圧薬：なし・あり

薬剤 ＿＿＿＿＿＿＿＿→継続・中止( _＿ /＿_～)

開始前バイタル

医師 薬剤師 看護師
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